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デジタル基盤「Serendie」1
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デジタル基盤「Serendie」 1. デジタル基盤「Serendie」
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*1 商標出願中 *2 SCM：Supply Chain Management

新たなソリューションSerendieコンポーネント・システム・サービス

Serendie*1は、データ分析基盤や、事業領域を横断したサービスを迅速に提供するWebAPI連携基盤などから構成

多様な人財がSerendieを活用し、技術力と創造力を発揮することにより、新たなソリューションを提供

電力機器

昇降機

ビル管理

空調機器

家電・住設機器

鉄道電機品

FA機器

FA×電力

工場向けソリューション

(カーボンニュートラル、SCM*2最適

化)

ビル×空調×電力

スマートビルソリューション

(快適空間、安全・安心、ロボット配送)

交通×電力

鉄道向けソリューション

（列車運行、電力最適化)

デジタル基盤

パートナー

コンポーネント・

システムのデータ集約

データ分析基盤

WebAPI連携基盤

   など

故障検知など新規機能追加

性能・機能強化

共創

事業領域を横断した

サービス提供

FAデジタル

ソリューション
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お客様情報基盤

Serendieを実現する４つの技術基盤 1. デジタル基盤「Serendie」

2023年4月に設立したDXイノベーションセンターでは、全社における循環型 デジタル・エンジニアリング推進のため、

次の４つの基盤を整備し、社内外の技術・ノウハウを結集したデジタルサービスの実現を加速

機能A

機能B

・・・

お客様

デジタルサービス

データプール

データ
データ分析ツール

データ分析基盤

サブスクリプション管理基盤
WebAPI連携基盤

WebAPI

機能A

機能B

・・・

データ

WebAPI

機能A

機能B

・・・

データ

WebAPI

共創

WebAPI WebAPI

価値提供

LTV実現

デジタルサービス
デジタルサービス

Power BI
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技術マインドセットの変革 1. デジタル基盤「Serendie」

Ｄ Ｘ イ ノ ベ ー シ ョ ン セ ン タ ー

プロダクト中心 ウォーターフォール開発 機器販売モデル

顧客中心 アジャイル開発 サービスモデル

事 業 創 出 開 発 ス ピ ー ド 事 業 モ デ ル

循環型 デジタル・エンジニアリングを目指した事業改革を加速するため、マインドセットを大きく変える活動を推進
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Serendieソリューション2
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Serendie Street :  DXイノベーションハブ 2. Serendieソリューション

マインドセット改革と循環型 デジタル・エンジニアリングを加速するための拠点づくりを推進。異文化がぶつかり混じり合う

ことで新たな発想が創出。人、データ、技術との偶発的な出会いから熱量が生まれ、未知なる価値を創出する実験とひらめ

きの共創空間（Serendie Street）を構築

これらの拠点は、社内外・国内外を問わず、多様な人財による共創を推進する場として運営

Serendie Street YDB（横浜ダイヤビルディング）

Serendie Street YIMP（横浜アイマークプレイス）

Serendie Street Yokohama：約500名

Serendie Street Global

垣根を越えるコミュニティアジャイルな働き方デジタル価値創造プロセス
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Serendie Street Yokohama 2. Serendieソリューション

社内複数ビジネスユニットによるスクラム活動

（鉄道LMS*1データ分析）

Serendie Street YDBオープンイベント

（２４年４月 150名が集結）

*1 LMS：Lifecycle Management Solution



10

DX人財の強化 2. Serendieソリューション

リスキリングやM＆AなどによりDX人財を当社グループ連結で2万人に拡充

顧客に近いフロントサイドから開発側のバックサイドまでDXのスキルセットを定義し、適切な人財を確保

DXスキルセット

 組み込みソフトウェア開発や大規模システム開発に

携わってきたIT技術者のリスキリング

 採用およびM＆Aによる拡充

 全社員を対象としたDX教育の実施

２０,000人6,500人

30年度目標23年度実績

DX人財拡充に向けた取組み

DXマーケティング

ソリューションクリエイション データエンジニアリング

UI/UXデザイン*1 DXアーキテクチャーデザイン

DXエンジニアリング DXクオリティアシュアランス

バックサイド

フロントサイド

顧客との関わり

社員一人ひとりのスキルセットを把握し、採用や教育、キャリア開発に向けた人財戦略を推進

*1 UI: User Interface, UX: User eXperience
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開発

Serendieソリューションを創り出すスクラム活動 2. Serendieソリューション

DXイノベーションセンターと

事業本部によるスクラム活動
アジャイル開発ガイドラインダブルダイヤモンドモデル

利用可能な技術・製品から開始するケース市場ニーズ分析から開始するケース

解決策の洗い出し 解決策の絞り込み

課題の洗い出し 課題の絞り込み

事業化判断

MVP決定
インサイト社外共創企画

事業化

サービスイン
事業化開発

お客様やパートナーとの共創による事業創出を加速するため、４つの基盤を活用したスクラム活動を推進

価値定義フェーズ課題発見フェーズ

～正しい課題を見つける～ ～正しい解決策を見つける～ ～最適な手法でソリューションを開発～

DXイノベーションセンター伴走
各事業本部

データ分析基盤 WebAPI連携基盤
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スクラムプロジェクト事例3
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スクラムプロジェクト事例（データ分析基盤活用） 3. スクラムプロジェクト事例

時間帯別の回生電力失効率の傾向駅間/時間帯別の回生失効率の傾向

列車が止まる時に発生する電力を失効することなく、有効に利用することで、電力効率化に貢献

駅間別の回生電力失効率の傾向

鉄道LMS*データの分析により、交通事業者と車両整備・列車運行・電力最適化を含む統合ソリューションの共創を開始

鉄道LMSデータ データ分析基盤

* LMS：Lifecycle Management Solution
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スクラムプロジェクト事例（WebAPI連携基盤活用） 3. スクラムプロジェクト事例

自動搬送ロボットがビル周辺の商業施設から飲食物などをビル内のテナント

利用者の手元まで配送。本サービスの実現によりテナント利用者の利便性向

上、テナント価値の向上など、周辺施設を含めたビルの価値向上に貢献

ビル内の人位置情報と自動搬送ロボットの連携による新しいビル内サービスの開発に着手：ビル×リビング×車（Cartken)

ビル向け配送サービス

人位置情報 自動搬送ロボット

(Cartken)

人位置検知システム 自動搬送ロボットシステム

WebAPI連携基盤 ビル内

ビル周辺施設

商品積み込み

※サービスイメージ

テナント利用者

ビル入館

エレベーター昇降

手元配送
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出力：空調機器制御生成AIによる計算

スクラムプロジェクト事例（生成AIの機器制御への応用） 3. スクラムプロジェクト事例

部屋を最適な室温に保ちつつ、可能な限り

エネルギー消費量を削減できるような各エ

アコンの設定温度を出力してください。

快適性を確保しつつ

20-25%の省エネを実現

生成AIによる空調制御実証から快適性と省エネ性の両立技術の有効性を確認

生成AI（GPT-4/4V)

プロンプト生成室内温度

外気温

日照量

空調設定温度

室内人位置情報

快適性情報

消費電力量

{室内機#1: 22℃,

室内機#2: 23℃,

-----

室内機#n: 20℃}

入力：環境データ等

空調設定温度指示
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Serendie関連事業4
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Serendie関連事業 4. Serendie関連事業

17

データ活用ソリューション

統合ソリューション、当社の機器やシステムのデータを活用する

ソリューション、遠隔監視・保守サービス

 E&Fソリューション*1

 加工機・数値制御装置リモートサービス

 昇降機遠隔監視・保守サービス など

新たな価値創出の取組みを加速。Serendie関連事業の収益を拡大し、当社の収益の柱とすることを目指す

21%

23%

１6％

営業利益率

売上高

Serendie関連事業

データ収集コンポーネント

データ活用ソリューションを提供するために必要となる

データを収集・通信する機能を持つコンポーネント

 シーケンサ

 CNC*2  など

10千億

0
30年度

目標

1.1兆円

8千億

6千億

4千億

2千億

2５年度
目標

23年度
実績

７.7千億円

6.4千億円

データを活用したソリューション、及びデータを収集する

コンポーネントをSerendie関連事業と定義

*1 エネルギーマネジメント、ファシリティマネジメントに関する課題を一括して解決するソリューションサービス *2 CNC: Computerized Numerical Controller



本資料に記載されている三菱電機グループの業績見通し等の将来に関する記述は、

当社が現時点において合理的と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は見通しと大きく異なることがあり得ます。

なお、業績等に影響を及ぼす可能性がある要因のうち、主なものは以下のとおりですが、新たな要因が発生する可能性もあります。

① 世界の経済状況・社会情勢及び規制や税制等各種法規の動向

② 為替相場

③ 株式相場

④ 資金調達環境

⑤ 製品需給状況及び部材調達環境

⑥ 重要な特許の成立及び実施許諾並びに特許関連の係争等

➆ 訴訟その他の法的手続き

⑧ 製品やサービスの品質・欠陥や瑕疵等に関する問題

⑨ 地球環境（気候関連対応等）等に関連する法規・規制や問題

⑩ 人権に関連する法規・規制や問題

⑪ 急激な技術革新や、新技術を用いた製品の開発、製造及び市場投入時期

⑫ 事業構造改革

⑬ 情報セキュリティ

⑭ 地震・津波・台風・火山噴火・火災等の大規模災害

⑮ 地政学的リスクの高まり、戦争・紛争・テロ等による社会・経済・政治的混乱

⑯ 感染症の流行等による社会・経済・政治的混乱

⑰ 当社役員・大株主・関係会社等に関する重要事項





<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


